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鹿児島県日置市 

発　行／日置市役所 
　　　　総務企画部企画課 
〒８９９‐２５９２ 
日置市伊集院町郡一丁目100番地 

TEL 099（273）2111 
FAX 099（273）3063

東市来支所 
TEL 099（274）2111 

日吉支所 
TEL 099（292）2111 

吹上支所 
TEL 099（296）2111

№18 平成18年11月号 

ゆっくりとした歩調で商店街を
進む武者行列。義弘公の遺徳を慕い、
関ヶ原の苦難をしのび長い間受け
継がれてきました。今年は米丸聡
さんが大将を務めました。
（10／22 伊集院町武者行列保存会）

今月の
表 紙

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積  253.05椙

総人口 52,945人（△21） 

　　男 24,731人（△ 4） 

　　女 28,214人（△17） 

世帯数 22,329（　 0） 
11月1日現在（　）は前月比 

編

集
た
い
む

教
育
問
題
が
よ
く
話
題
に
な
っ
て
い
る
昨
今
、

編
集
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
が
、市
内
の
学
校
で

も
動
物
や
地
域
の
自
然
・
資
源
・
ひ
と
を
う
ま
く
活

用
し
て
、子
ど
も
の
情
操
教
育
活
動
が
活
発
に
行

わ
れ
熱
心
な
指
導
が
な
さ
れ
て
お
り
、と
て
も
頼

も
し
く
思
い
子
ど
も
を
持
つ
親
と
し
て
も
ち
ょ
っ

と
安
心
し
た
こ
と
で
す
▼
ま
た
、市
で
は
地
域
の

人
が
元
気
を
も
ら
う
行
事
も
あ
り
ま
し
た
。そ
れ

は
、都
市
圏
の
高
校
生
の
修
学
旅
行
を
受
け
入
れ

る「
農
家
民
泊
」で
す
▼
十
一
月
八
・
九
日
の
一
泊

二
日
で
、市
内
の
農
業
関
係
者
を
中
心
に
東
京
か

ら
百
二
十
人
の
高
校
生
を
受
け
入
れ
、そ
れ
ぞ
れ

農
作
業
な
ど
を
手
伝
わ
せ
ま
す
。生
徒
の
中
に
は

見
た
目
は
マ
ニ
キ
ュ
ア
を
し
た
り
し
て
、何
し
に

き
た
の
？
と
思
わ
れ
る
子
も
い
ま
し
た
が
、そ
の

子
た
ち
が
炭
焼
き
窯
の
薪
を
運
ん
だ
り
、ト
ラ
ク

タ
ー
を
運
転
し
た
り
、牛
の
搾
乳
を
体
験
し
て
い

る
の
を
見
て「
ど
う
？
」と
声
を
か
け
る
と
、元
気

な
声
で「
楽
し
い
で
す
！
」と
気
持
ち
よ
い
返
事
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。横
で
教
え
る
二
日
間
限
り
の

先
生（
受
入
農
家
の
皆
さ
ん
）も
、子
ど
も
た
ち
と

の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で「
孫
ん
子

か
ら
元
気
を
も
ら
っ
た
よ
う
だ
」と
、に
こ
や
か
に

話
さ
れ
た
の
が
と
て
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
○http://www.city.hioki.kagoshima.jp/

※
訂
正
と
お
詫
び

広
報
10
月
号
の
Ｐ
18「
わ
ん
ぱ
く
直
送

便
」の
記
事
中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

次
の
と
お
り
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

誤
川
崎

朱
里

↓

正
団
増

朱
里

朱
花

朱
花

朱
那

朱
那

わ
が
地
域 

土
橋
地
区
公
民
館（
伊
集
院
地
域
） 

地
域
の
伝
統
を
守
り
、さ
ら
な
る
活
性
化
を 

土
橋
地
区
は
伊
集
院
の
東
部
に

位
置
し
、
北
側
の
国
道
三
号
線
、

南
側
の
県
道
二
〇
五
号
線
に
挟
ま

れ
た
農
村
地
域
。
十
八
年
十
一
月

現
在
、
五
百
十
二
世
帯
、
千
二
百

七
十
人
が
暮
ら
し
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
が
兼
業
農
家
で
、
主

に
イ
チ
ゴ
・
甘
藷
・
野
菜
等
を
中

心
と
し
た
畑
作
と
畜
産
を
組
み
合

わ
せ
た
営
農
が
盛
ん
で
す
。

つ
ち
　
　
ば
し 

四 今 
自
治
会
で
構
成
さ
れ
る
土
橋

地
区
公
民
館
。
南
に
位
置
す

る
県
道
二
〇
五
号
線
は
大
型
歩
道
が

整
い
、
平
成
十
四
年
に
は
竹
之
山
地

域
に
チ
ェ
ス
ト
館
が
オ
ー
プ
ン
。
鹿

児
島
市
に
ほ
ど
近
い
た
め
、
交
通
量

も
多
く
な
り
、
妙
円
寺
詣
り
の
時
期

に
な
る
と
鹿
児
島
市
か
ら
歩
い
て
参

拝
す
る
人
が
大
勢
通
り
ま
す
。
公
民

館
で
も
チ
ェ
ス
ト
館
前
で
参
拝
者
の

接
待
を
行
っ
て
い
ま
す
。

年
の
地
域
運
動
会
で
は
、
土

橋
校
区
が
総
合
の
部
、
団
体

の
部
で
優
勝
。
二
連
覇
を
果
た
し
た

土
橋
校
区
は
校
区
運
動
会
を
開
催
し
、

地
域
運
動
会
で
の
各
種
目
出
場
選
手

を
選
抜
。
地
域
ぐ
る
み
で
練
習
を
重

ね
る
こ
と
が
地
域
の
連
帯
感
や
結
束

を
強
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
各
自
治
会
運

動
会
な
ど
自
治
会
単
位
で
の
活
動
も

盛
ん
で
す
。

区
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
い
え

ば
夏
祭
り
花
火
大
会
。
住
民

の
ほ
と
ん
ど
が
参
加
し
、
土
橋
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
今
年
で
十
七
回
を
迎
え
た
夏

祭
り
は
、
毎
年
お
盆
の
翌
日
に
行
わ

れ
、
郷
里
に
帰
省
し
た
人
た
ち
に
参

加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
配
慮
。
会

場
の
真
上
に
上
が
る
打
ち
上
げ
花
火

や
土
橋
音
頭
で
の
総
踊
り
で
郷
土
の

持
つ
よ
き
伝
統
や
風
土
を
思
い
出
し

て
も
ら
い
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

民
館
運
営
で
の
現
在
の
悩
み

は
少
子
高
齢
化
。
学
校
で
は

児
童
の
減
少
が
続
き
、
複
式
学
級
化

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
地
区
内
外
へ

特
認
校
の
「
声
か
け
運
動
」
を
展
開

中
で
す
。
そ
う
い
っ
た
問
題
に
取
り

組
み
、
地
域
の
活
性
化
に
向
け
て
土

橋
地
区
活
性
化
委
員
会
を
組
織
し
、

各
自
治
会
か
ら
約
十
人
ず
つ
の
委
員

で
年
二
回
の
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
多
い
地
区
で
す
か
ら
、
高

齢
者
も
活
動
で
き
る
土
橋
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
や
シ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

協
議
を
重
ね
、
運
営
し
て
い
く
こ
と

は
大
変
で
す
が
、
地
域
の
伝
統
と
歴

史
を
守
り
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
育
成
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
た
ち
で
で
き

る
こ
と
は
自
分
た
ち
で
取
り
組
ん
で

い
く
。
そ
れ
が
こ
の
先
、
地
域
づ
く

り
に
は
も
っ
と
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

地 公 

▲ 土橋地区活性化委員会は年２回開催

▲ 右から高山武志館長、中條義公指導員、中玉利祐子主事補

▲ 土橋地区夏まつりは子どもから大人まで参加

う

・
・ 

・
・ 

・
・ 
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日置市子育て支援計画を策定しました 日置市子育て支援計画を策定しました 日置市子育て支援計画を策定しました 
近
年
は
、
核
家
族
化
や
出
生
率
の

低
下
に
伴
っ
て
、
年
々
少
子
化
が
進

行
し
て
い
ま
す
。
育
児
へ
の
不
安
、

仕
事
と
育
児
の
両
立
の
負
担
の
増
大

な
ど
の
様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
、
子

ど
も
の
置
か
れ
る
環
境
は
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
環
境

の
変
化
は
、
子
ど
も
に
子
ど
も
同
士

の
ふ
れ
あ
い
の
減
少
や
周
囲
の
人
々

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
困
難

に
す
る
な
ど
の
社
会
性
や
自
主
性
と

い
う
人
格
形
成
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
の
一
年
間
の
出
生
数
は
年
に
よ

り
ば
ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
、
平
成

十
六
年
は
平
成
十
三
年
と
比
較
し
て

約
６
％
減
少
、
同
じ
く
人
口
（
住
民

基
本
台
帳
に
よ
る
）
で
比
較
し
た
場

合
約
１
％
減
少
し
て
い
ま
す
。
出
生

数
の
減
少
は
深
刻
な
問
題
と
言
え
ま

す
。
一
生
の
間
に
一
人
の
女
性
が
産

む
子
ど
も
の
数
を
表
す
合
計
特
殊
出

生
率
（
グ
ラ
フ
②
）
は
県
の
平
均
を

下
回
り
１
・
38
人
と
な
っ
て
お
り
、

市
内
で
も
子
ど
も
の
数
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
こ
で
国
は
、
平
成
十
五
年
に
「
次

世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」
を
制

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
、
地
方

公
共
団
体
（
市
町
村
）、
事
業
主
が

子
育
て
支
援
に
対
す
る
責
務
を
明
確

に
し
、
三
者
が
協
力
し
な
が
ら
平
成

二
十
六
年
ま
で
の
十
年
間
で
子
育
て

環
境
を
整
備
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。平

成
十
七
年
五
月
に
、
旧
東
市
来

町
、
旧
伊
集
院
町
、
旧
日
吉
町
、
旧

吹
上
町
が
合
併
し
、「
日
置
市
」
が

誕
生
し
た
こ
と
に
伴
い
、
旧
四
町
そ

れ
ぞ
れ
で
策
定
推
進
し
て
き
た
「
子

育
て
支
援
計
画
」
を
一
本
化
し
、
日

置
市
と
し
て
の
「
子
育
て
支
援
計
画
」

を
本
年
三
月
に
策
定
。
平
成
十
八
年

度
か
ら
施
行
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
は
も
と
よ

り
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
体

制
づ
く
り
な
ど
が
計
画
に
盛
り
込
ま

れ
、
社
会
全
体
で
子
育
て
に
関
わ
ろ

う
と
す
る
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

合
併
前
の
平
成
十
六
年
に
旧
町
ご

と
に
実
施
し
た
「
次
世
代
育
成
支
援

に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
」
で
約
４
割

の
人
が
子
育
て
に
つ
い
て
不
安
や
負

担
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

多
く
の
家
庭
で
主
に
子
育
て
に
関

わ
っ
て
い
る
の
は
母
親
で
す
。
母
親

一
人
に
か
か
る
負
担
を
少
し
で
も
軽

減
し
、
共
に
支
え
合
う
子
育
て
環
境

の
実
現
の
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

市
で
は
、
少
子
化
対
策
・
子
育
て

支
援
を
推
進
す
る
た
め
、
幅
広
い
分

野
か
ら
特
に
必
要
と
思
わ
れ
る
４
つ

の
「
重
点
取
組
」
を
定
め
ま
し
た
。

地
域
力
の
向
上
と 

子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り 

居
宅
あ
る
い
は
施
設
（
保
育
所
、

幼
稚
園
）
に
お
け
る
幼
児
・
児
童
の

養
育
を
支
援
し
、
き
め
細
や
か
な
情

報
提
供
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
地

域
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
形
成
に
努
め
ま
す
。

子
ど
も
の
健
全
育
成
と 

自
立
す
る
力
の
育
成
の
た
め
の
支
援 

次
代
を
担
う
子
ど
も
を
健
全
に
育

成
し
て
い
く
た
め
に
、
親
と
し
て
あ

る
べ
き
姿
に
つ
い
て
啓
発
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援 

職
業
生
活
と
家
庭
生
活
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
多
様
な
働
き
方
の
実
現

に
向
け
て
、
子
育
て
家
庭
に
配
慮
し

た
取
り
組
み
を
企
業
に
働
き
か
け
ま

す
。

啓
発
と
推
進 

行
政
、
家
庭
、
地
域
社
会
、
企
業
、

職
場
等
子
育
て
に
関
わ
る
各
種
団
体

が
連
携
を
図
り
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
を
社
会
全
体
で
支
援
し
て
い
き
ま

す
。こ

の
計
画
は
、
行
政
の
役
割
を
念

頭
に
お
い
て
策
定
し
て
い
ま
す
が
、

家
庭
、
地
域
社
会
、
企
業
、
職
場
等

の
各
種
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分

担
と
連
携
を
図
り
、
社
会
全
体
で
支

援
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

急
速
な
少
子
化
の
進
行
、子
育
て
の
費
用
負
担
の
増
大
、核
家

族
化
、未
婚
化
、晩
婚
化
…
。
子
育
て
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。
次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
減

少
は
、労
働
力
の
低
下
や
社
会
保
障
制
度
の
基
盤
を
揺
る
が
す

深
刻
な
社
会
問
題
へ
と
発
展
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
誰

も
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

子
育
て
環
境
の
変
化 

年
々
進
行
す
る
少
子
化 

グラフ②　合計特殊出生率の推移 グラフ①　日置市の人口と出生数の推移 

日
置
市
で
は
、
子
育
て
支
援
、

虐
待
予
防
の
一
環
と
し
て
家
族
そ

し
て
地
域
が
子
育
て
に
取
り
組
め

る
よ
う
「
子
育
て
講
演
会
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

十
一
月
十
日
、
東
市
来
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
で
福
迫
三
枝
子
さ
ん

を
講
師
に
「
子
ど
も
と
楽
し
む
お

は
な
し
の
世
界
」
と
い
う
演
題
で

講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
会
は
、
約
三
十
人
が
参
加
。

ふ
れ
あ
い
遊
び
な
ど
子
ど
も
を
交

え
て
遊
ん
だ
り
、
絵
本
を
読
み
聞

か
せ
た
り
し
た
後
、
子
ど
も
と
の

接
し
方
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
方

な
ど
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
十
九
年
一
月
十
三

日
に
も
市
中
央
公
民
館
で
「
子
育

て
講
演
会
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
参

加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
前
日
ま
で

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先
】 

　
健
康
保
険
課
（
内
線
一
一
三
四
） 

子
育
て
講
演
会

子
育
て
講
演
会

演
題「
子
ど
も
と
楽
し
む

お
は
な
し
の
世
界
」

講
師

福
迫
三
枝
子
さ
ん

●
重
点
取
組
1

●
重
点
取
組
3

●
重
点
取
組
2

●
重
点
取
組
4

下
の
子
が
で
き
る
と
、
上

の
子
の
面
倒
が
お
ろ
そ
か
に

な
り
が
ち
。
で
も
、
精
一
杯

の
愛
情
で
三
人
の
子
育
て
に

奮
闘
し
て
い
ま
す
。
子
育
て

は
大
変
で
す
が
、
い
つ
の
間

に
か
大
き
く
な
っ
た
子
ど
も

に
気
付
く
瞬
間
が
一
番
嬉
し

い
で
す
ね
。
講
演
会
や
サ
ー

ク
ル
に
も
積
極
的
に
参
加
す

る
よ
う
に
な
り
、
学
習
や
交

流
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

富
奥

和
代
さ
ん

（
東
市
来
町
駅
前
） 

以
前
、
働
き
な
が
ら
子
育

て
を
し
て
い
た
頃
は
、
子
ど

も
が
病
気
や
け
が
を
し
た
時

に
す
ぐ
に
駆
け
つ
け
て
あ
げ

ら
れ
る
か
心
配
で
し
た
が
、

今
で
は
子
育
て
に
専
念
。
三

人
の
子
ど
も
と
毎
日
忙
し
い

日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
同

年
代
の
子
を
持
つ
お
母
さ
ん

と
の
交
流
も
あ
り
、
子
育
て

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

西
田

玲
奈
さ
ん

（
東
市
来
町
向
湯
田
） 

就 学 前 児 童 調 査 結 果  

1,390人のうち、1,052人が回答 

子育てについての悩みや気になること

１位 病気や発育・発達に関するこ
と

２位 子どもを叱り過ぎているよう
な気がすること

３位 食事や栄養に関すること

小 学 校 児 童 調 査 結 果  

2,018人のうち、1,674人が回答 

子育てについての悩みや気になること

１位 子どものしつけ方（叱り方、ほ
め方）

２位 子どもの教育（性教育を含む）
に関すること

３位 子どもを叱り過ぎているよう
な気がすること

53,200

53,400

53,600

53,800

54,000

54,200

H13H13 H14 H15 H16 H14 H15 H16
360

370

380

390

400

410

1.15

1.20

1.25

1.30

1.35

1.40

1.45

1.50

1.55

人口 出生率

54,152254,152

54,021
53,975

53,622

405

383

373

380

人

口

出
生
率

日置市 県 国

1.3333 1.322

1.522

1.488

1.388

1.33

1.53

1.32

1.38

1.52

1.48

1.49
1.46

1.38

1.29 1.29

非常に不安や
負担を感じる

4.7％

全く
感じない
4.3％

なんともいえない
14.9％

未記入 5.4％

なんとなく不安や
負担を感じる

40.8％

あまり不安や
負担などは感じない
29.9％

非常に不安や
負担を感じる

6.2％

全く
感じない
6.7％

なんともいえない
16.1％

未記入 1.8％

なんとなく不安や
負担を感じる

36.7％

あまり不安や
負担などは感じない
32.5％



日吉地域体育協会主催の日吉
地域体育祭が開催されました。
地域内の日新・住吉・川東・

川西・吉利・扇尾の六体協の協
力により大会の準備設営から大
会の進行・競技役員など市職員
と市民の協力により今年も各地
域体協戦・各自治公民館対抗戦
（17公民館）ともに白熱した争
いとなりました。また、住吉体協、川西
体協、川東体協の応援団による応援合戦
で今年も笑いを集めていました。
結果は、地域体協戦の部門では吉利体

育協会の４連覇達成で堂々の優勝。自治
公民館対抗戦の部では北区公民館が優勝
を飾りました。
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東
市
来
地
域
運
動
会 

▲ 初優勝を喜ぶ鶴丸校区学生会

炬火台に点火する
十田智史さん
（伊集院地域）

▲

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
。
好
天
に
恵
ま
れ
た
十
月
八
日
、
東
市
来
・
伊

集
院
・
日
吉
地
域
の
各
競
技
場
で
地
域
運
動
会
が
開
催
さ
れ
、
各

地
域
で
白
熱
し
た
争
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
ユ
ニ
ー

ク
な
競
技
や
応
援
も
行
わ
れ
、
各
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
や
体
育
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
個

人
、
団
体
に
各
体
育
協
会
か
ら
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

東
市
来
・
伊
集
院
・
日
吉 

地
域
運
動
会 

第２回東市来地域運動会が、東市来総合運動公園で開催
され、子どもから大人までのたくさんの市民が、かけっこや
リレー、スプーンレースなどの競技を楽しみました。
校区対抗では、グラウンドゴルフ、ゲートボール、リレー

で１位となった鶴丸校区が上市来の９連覇を阻止し初優勝。
また、来年から小学校が廃校となる皆田校区は大健闘し、総
合で第４位、敢闘賞を獲得しました。
自治会対抗では、荻自治会が逃げ切り、２年連続（旧町か

らは３年連続）の優勝を飾りました。
校区・地区対抗、自治会対抗の成績は次のとおりです。

上市来の９連覇を阻止し、鶴丸校区が念願の初優勝！
自治会対抗は、荻が２連覇

応
援
賞
の
上
市
来
校
区
学
生

会

▲

仮
装
行
列
？
こ
れ
は
職
域
対

抗
リ
レ
ー
で
す

▲

地域

東
市
来
地
域

伊
集
院
地
域

日
吉
地
域

地域
東
市
来
地
域

伊
集
院
地
域

氏 名

元山 克己

奥 徹

幾留 肇

元吉まき子

中村 功

鉾谷 敏則

小屋敷光子

假屋 亨

堀 卓郎

山下 信夫

川村 京子

武田よし子

濱田 光子

南 幸子

久保 哲久

諏訪免 是

大迫 一弘

櫨場 碩郎

内村 友治

内村 浩樹

団 体 名

鶴丸校区バドミントン部

蓬莱チーム

伊集院北中学校軟式野球部

伊集院剣心館

伊集院V6バレースポーツ少年団

競技種目等

グラウンドゴルフ

ゲートボール

グラウンドゴルフ

ソフトテニス

ソフトボール

湯田校区体協

ゲートボール

ゲートボール

ソフトテニス

陸上

バドミントン

ソフトボール

ソフトボール

飯牟礼校区体協

バレーボール

川西体協

川東体協

住吉体協

吉利体協

吉利体協

競技種目等

バドミントン

グラウンドゴルフ

軟式野球

剣道

バレーボール

社会体育功労者 

社会体育優良団体 

地域

東
市
来
地
域

伊
集
院
地
域

日
吉
地
域

氏 名

新川 典幸

下茂 亮平

藤山 与夢

田代 涼

幾留わかな

橘木 宏幸

園頭 知明

仮屋 道弘

新 権世

岩下 優香

東 辰哉

内 良輔

大田 裕樹

宮下 慎矢

土屋 潤

寝占 竜也

古里なぎさ

松元 美次

二石ふじ子

競技種目等

野球

野球

野球

野球

陸上

陸上

柔道

バレーボール

陸上

陸上

水泳

相撲

相撲

相撲

柔道

ハンドボール

弓道

弓道

グラウンドゴルフ

スポーツ優秀選手 

優勝

２

３

４

５

６

自治会

荻

元養母

川 北

杉之迫

田之湯

古 市

得 点

72.5

70

69.5

65

63.5

59.5

順位

自治会対抗（6位入賞まで） 

優勝

２

３

４

５

６

７

校区

鶴 丸

上市来

伊作田

皆 田

美 山

湯 田

高 山

得 点

31

26

24

19

16

16

1

順位

校区対抗 

※敢闘賞は皆田校区 

伊
集
院
地
域
運
動
会 

第38回伊集院地域運動会が伊集院総合運動公園で開
催されました。
開会式で十田智史さんが炬火台に点火、大田・寺脇チー

ムの安永勇太さんが力強く選手宣誓し、競技がスタート。
子どもから大人までたくさんの市民が参加し、地域対抗
の種目に熱い声援を送っていました。
また、職域対抗リレーでは、各職場の特色を生かして

PRしながら走り、競技場は笑いの渦に包まれていました。
14の地域対抗で、12の採点種目を争い、昨年に続き土

橋校区が総合の部で優勝し、見事二連覇を達成しました。

安定した強さで土橋校区が２連覇達成！

▲ 小学生リレー（土橋校区）

▲ 空飛ぶ円盤

▲ 運動会の華、リレーのスタート

▲ ケガ人発生？
いえ、職域対抗リレーです

▲ 優勝した吉利体協の入場行進

▲ 一輪車リレー

▲ 小学短距離

▲ ハートでキャッチ▲ 川西応援団▲ 住吉応援団

日
吉
地
域
運
動
会 

吉利体協が４連覇！
自治会の部は北区が優勝

総合の部 

優勝
２
３
４
５

６

７
８
９

10

11
12
13
14

地 域
土橋校区
郡
飯牟礼校区
妙円寺西
妙円寺東

麦生田・上神殿・つつ
じヶ丘

野田・桑畑・下神殿
清藤・猪鹿倉
麓東西

徳重・原掛・出樋・城山・
荒瀬

朝日ヶ丘
上方限・下方限
大田・寺脇
町中央

得点
120
112
104
94
76

72

68
68
66

66

66
64
54
42

順位

団体の部 

優勝
２
３

地 域
土橋校区
郡
飯牟礼校区

得点
120
112
104

順位

躍進の部 

優勝
２
３

地 域
野田・桑畑・下神殿
麓東西
上方限・下方限

得点
20
18
18

順位

リレーの部 

優勝
２
３

地 域
妙円寺東
土橋校区
妙円寺西

得点
22
21
19

順位

地域体育協会対抗 

優勝
２
３
４
５
６

優勝
２
３
４
５
６
６
８
９
10
11
12
13
13
13
16
16

体 協
吉 利
住 吉
川 西
扇 尾
日 新
川 東

北 区
中 区
日 新
諏 訪
南 区
山 田
見 笠
扇 尾
草 原
八 幡
熊 野
西 郷
二 潟
日 置 麓
毘 沙 門
帆 之 港
柿 之 谷

得 点
141
121
119
118
106
95

34
順 位 自治会 得 点

32
29
26
24
23
23
22
21
17
14
13
10
10
10
0
0

順 位

自治公民館対抗 
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市
内
に
は
、携
帯
電
話
の
不
通
話
地
域
や
テ
レ
ビ
の

難
視
聴
地
域
な
ど
、情
報
が
伝
わ
り
に
く
い
地
域
が
多

数
存
在
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
情
報
が
伝
わ
り
に
く
い
地
域
を
解
消
す
る

こ
と
と
、い
つ
で
も
ど
こ
に
い
て
も
、ま
た
だ
れ
も
が
情

報
を
等
し
く
享
受
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、総

務
省
の
国
庫
補
助
事
業
を
利
用
し
て
市
内
の
小
中
学
校

や
地
区
公
民
館
な
ど
の
公
共
施
設
97
ヵ
所
を
光
ケ
ー
ブ

ル
で
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
本
年
度
構
築
し
ま
す
。 

　
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
完
成
す
る
と
、地
区
公
民
館
や

一
部
の
郵
便
局
で
住
民
票
や
印
鑑
証
明
等
を
交
付
で
き

る
よ
う
に
な
り
、わ
ざ
わ
ざ
本
庁
や
支
所
に
出
向
か
な

く
て
も
最
寄
り
の
施
設
で
受
け
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、市
議
会
の
中
継
も
予
定
し
て
お
り
、よ
り
身

近
な
と
こ
ろ
で
傍
聴
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。（
現
在

は
支
所
の
み
で
放
映
） 

　
ま
た
、市
内
の
20
の
小
学
校
区
単
位
に
地
域
づ
く
り

の
拠
点
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。 

　
将
来
的
に
は
、こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
一
般

の
ご
家
庭
へ
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
導
入
や
携
帯
電
話

の
ア
ン
テ
ナ
整
備
に
も
利
用
す
る
予
定
で
す
。 

①
各
家
庭
に
設
置
さ
れ
た
ア
ン
テ
ナ
で
放
送
を
受
信
す
る
方
法
か
ら
、市
の
設
置
す
る
光
ケ
ー

ブ
ル
網
を
利
用
し
て
各
家
庭
ま
で
ケ
ー
ブ
ル
を
引
い
て
受
信
す
る
方
法
に
な
り
ま
す
。 

②
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
次
の
よ
う
な
番
組
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
へ
の
接
続
な
ど
、多
面
的
な
利
用
が
可
能
で
す
。 

　
Ⅰ
、基
本
チ
ャ
ン
ネ
ル 

民
放
4
社（
Ｍ
Ｂ
Ｃ
、Ｋ
Ｋ
Ｂ
、Ｋ
Ｔ
Ｓ
、Ｋ
Ｙ
Ｔ
）、Ｎ
Ｈ
Ｋ
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛
星
の
8
波
 

行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル（
防
災
情
報
、市
政
の
お
知
ら
せ
、市
議
会
中
継
他
） 

　
Ⅱ
、オ
プ
シ
ョ
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル 

ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味
、社
会
、経
済
の
番
組
な
ど
、最
大
30
チ
ャ
ン
ネ
ル
程
度
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

　
Ⅲ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続 

　
Ⅳ
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
者
同
士
の
電
話
の
通
話
料
を
無
料
に
で
き
ま
す
。 

③
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
ご
加
入
い
た
だ
く
と
、今
お
使
い
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

④
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
ご
加
入
い
た
だ
く
に
は
加
入
負
担
金
と
月
額
の
使
用
料
が
必
要
で
す
。 

　
こ
の
計
画
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
、加
入
負
担
金
を
概
ね
1
0
、0
0
0
円
程
度
（
一
回
だ

け
）、月
額
の
使
用
料
を
基
本
チ
ャ
ン
ネ
ル
1
、5
0
0
円
〜
2
、0
0
0
円
程
度
で
運
営
で
き

な
い
か
、い
ろ
い
ろ
と
模
索
し
て
お
り
、加
入
者
を
増
や
す
た
め
に
も
で
き
る
だ
け
安
い
金
額

で
設
定
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、総
務
省
の
補
助
事
業
を
利
用
し
て
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
、全

国
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
開
始
さ
れ
る
平
成
23
年
７
月
ま
で
に
は
完
成
さ
せ
る
予
定
で
す
。

詳
細
な
計
画
が
ま
と
ま
り
次
第
、説
明
会
等
を
開
催
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

■
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施
設
整
備
事
業 

■
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
の
概
要 

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
、

都
市
部
と
の
情
報
格
差
を
解
消
!!

eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee

十
月
十
七
日
、
日
置
市
異
業
種
交

流
懇
話
会
第
二
回
研
修
会
が
開
催
さ

れ
、
懇
話
会
会
員
を
始
め
鹿
児
島
県

商
工
労
働
部
長
な
ど
三
十
二
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

こ
の
懇
話
会
は
、
日
置
市
内
で
活

動
す
る
企
業
同
士
や
行
政
と
情
報
交

換
を
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る

課
題
の
解
決
を
図
り
、
新
た
な
産
業

の
創
出
や
商
品
開
発
、
地
域
に
お
け

る
就
業
機
会
の
拡
大
を
積
極
的
に
図

り
、
市
全
体
の
発
展
に
つ
な
げ
よ
う

と
昨
年
十
一
月
に
設
立
さ
れ
、
年
数

回
の
研
修
交
流
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。当

日
は
、
会
員
企
業
で
あ
る
東
市

来
の
皆
田
工
業
団
地
で
操
業
す
る
、

シ
チ
ズ
ン
セ
イ
ミ
ツ
鹿
児
島
㈱
と
日

腸
工
業
㈱
、
日
吉
の
小
正
醸
造
㈱
日

置
蒸
留
藏
を
訪
問
し
、
会
社
概
要
の

説
明
や
工
場
内
の
施
設
見
学
を
行
い

ま
し
た
。

研
修
会
が
行
わ
れ
た
シ
チ
ズ
ン
セ

イ
ミ
ツ
鹿
児
島
㈱
の
萱
沼
昇
二
工
場

長
は
「
研
修
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

地
域
内
で
連
携
で
き
る
も
の
が
あ
っ

た
り
貴
重
な
情
報
が
聞
け
た
り
、

と
て
も
有
意
義
で
す
」
と
、
感

想
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

▲

シ
チ
ズ
ン
セ
イ
ミ
ツ
で
の
研
修

（
写
真
右
）工
場
内
で
説
明
を
受
け
る
会
員

（
写
真
上
）八
木
清
暢
社
長
が
概
要
説
明

▲

地
域
の
発
展
と
連
携
を
探
り
研
修
会
を
実
施 

日
置
市
異
業
種
交
流
懇
話
会 

日置市 
情報化 
計　画 

市では都市部との情報格差を解消し、市民のみ
なさんが市内のどこに住んでいても同じ情報を利
用できるようにするため、次のような事業に取り
組んでいます。

・市内97ヵ所の公共
施設等を接続する
延べ130㎞のネッ
トワークを構築
・インターネットを
介した公共施設の
利用予約
・情報の受発信機能
の強化
・携帯電話不通話地
域解消のためのア
ンテナ整備の促進

・地上デジタル放送への対応
・議会中継や市政案内放送・防災
情報提供・インターネット接続
など

・住民票等証明書の
発行
・地域づくりの拠点
としての利活用
・市議会中継

日置市役所

日吉支所

東市来支所 吹上支所

平成18年度
日置市地域イントラネット
基盤施設整備事業
（光ケーブル網）

地区公民館等 小中学校

各家庭

CATV網
ケーブルテレビ



特
設
ス
テ
ー
ジ
で
歌
声
を
披
露
し
た
杉
山
清
貴
さ
ん（
写
真
中
央
）

▲
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東市来東市来東市来東市来東市来情報をお寄せください

九
月
二
十
四
日
、
上
市
来
小
学
校
で
、
上
市
来
小
学

校
（
児
童
数
七
十
九
人
）
と
上
市
来
中
学
校
（
生
徒
数

四
十
人
）
の
合
同
に
よ
る
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
、
同
中
学
校
の
校
庭
が
体
育
館
の
建

て
直
し
に
よ
る
工
事
の
た
め
使
用
で
き
ず
、
小
学
校
の

校
庭
で
初
め
て
実
施
さ
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
住
民
か
ら

も
大
好
評
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
も
合
同
で
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
か
け
っ
こ
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
競
技

に
一
生
懸
命
取
り
組
み
、
ま
た
、
保
護
者
や
地
域
住
民

も
玉
入
れ
や
輪
回
し
な
ど
で
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し

て
い
ま
し
た
。

少
子
化
の
中
、
児
童
生
徒
ら
は
、
校
区
内
一
小
学
校
・

一
中
学
校
の
特
性
を
生
か
し
た
、
異
年
齢
集
団
で
の
有

意
義
な
体
育
学
習
と
な
り
ま
し
た
。

▲ 卒業生も真剣に競技に参加

▲ 学校への感謝を込めて横断幕を持つ在校生児童とその保護者ら▲ バインダーの操作にも挑戦▲ 刈り取られた稲を手際よく集める参加者

▲ 元気よくメダカが泳ぐ「メダカの学校」

▲ 応援にも熱が入ります

▲ 全員参加で盛り上がった「皆田検定」

二
〇
〇
七
年
三
月
末
で
廃
校
に
な

る
市
立
皆
田
小
学
校
で
十
月
一
日
、

最
後
の
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、「
協
力
皆
田
、ラ
ス
ト
に

目
指
そ
う
優
勝
を
!!
」を
、児
童
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
、全
校
児
童
二
十
三

人
が
徒
競
走
や
紅
白
リ
レ
ー
、ダ
ン

ス
な
ど
全
力
で
競
技
や
演
技
を
披
露

し
た
ほ
か
、多
く
の
卒
業
生
を
始
め

と
す
る
地
域
住
民
が
職
域
団
体
リ
レ
ー

や
玉
入
れ
、綱
引
き
な
ど
の
競
技
に

参
加
、校
庭
は
終
日
に
ぎ
や
か
な
歓

声
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、み

ん
な
の
思
い
出
に
残
る
も
の
を
と
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
企
画
し
た『
皆
田
検
定
〜
み
ん

な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
〜
』を
実
施
。生
徒
と

地
域
住
民
が
参
加
し
、「
今
年
で
創
立
何

年
？
」「
西
利
廣
校
長
先
生
は
何
代
目
の

校
長
先
生
？
」な
ど
、皆
田
小
学
校
に
ち

な
ん
だ
問
題
を
○
×
で
答
え
て
い
ま

し
た
。そ
の
あ
と
に
は
、全
児
童
と
そ
の

保
護
者
、教
職
員
が
仮
装
行
列
を
行
い
、

「
百
二
十
二
年
の
輝
く
歴
史
」「
た
く
さ

ん
の
思
い
出
を
あ
り
が
と
う
」な
ど
と

書
か
れ
た
横
断
幕
を
手
に
校
庭
を
一

周
す
る
と
、見
学
者
か
ら
多
く
の
歓
声

と
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

体育
学習

最
後
の
運
動
会

住
民
総
出
で
盛
大
に
開
催

皆
田
小
学
校

十
月
九
日
、
秋
晴
れ
の
下
、
尾
木
場
自
治
会
の
棚
田
で
稲
刈

り
体
験
が
行
わ
れ
、
鹿
児
島
市
を
中
心
に
十
一
組
の
家
族
、
四

十
人
ほ
ど
が
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
一
ア
ー
ル
ず
つ
に
割
り
振
ら
れ
た｢

マ
イ
田
ん

ぼ｣

の
稲
を
地
元
農
家
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
一
株
一
株
丁

寧
に
刈
り
ま
し
た
。

台
風
に
よ
る
強
風
の
影
響
で
稲
が
倒
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、
手
鎌
で
の
刈
り
取
り
は
大
変
な
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

昼
食
時
に
は
、
地
元
の
農
産
物
を
使
っ
た
煮
し
め
や
漬
物
、

ご
飯
が
振
舞
わ
れ
、
住
民
と
の
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
の
楽
し

い
昼
食
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
家
族
ら
は
地
域
資
源
と
し
て
残
る
一
本
杉
や
大
岩
の

散
策
を
行
い
、
地
元
に
伝
わ
る
一
本
杉
の
民
話
に
耳
を
傾
け
た

り
、
ど
ん
ぐ
り
を
拾
っ
た
り
と
深
ま
る
秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
収
穫
祭
を
行
い
、
新
米
の
配
布
と
餅
つ
き
体

験
を
行
う
予
定
で
す
。

「メダカと棚田の里」で、稲刈り体験尾木場
自治会

江
口
浜
海
岸
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

清
掃
し
、
拾
い
集
め
た
ご
み
が
入
場

券
と
な
る
、
は
だ
し
の
コ
ン
サ
ー
ト

が
、
十
月
二
十
九
日
、
江
口
浜
海
浜

公
園
で
行
わ
れ
、
三
百
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
美
し
い
江

口
浜
を
い
つ
ま
で
も
守
り
た
い
と
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人｢

江
口
浜
ビ
ー
チ
ク
リ
ー

ン
サ
ー
ビ
ス｣

（
代
表
・
西
村

浩
二

さ
ん
）
が
主
催
し
た
も
の
で
今
年
が

三
回
目
。

参
加
者
は
、
さ
わ
や
か
な
秋
風
の

吹
く
江
口
浜
で
空
き
缶
拾
い
や
漂
着

し
た
ご
み
を
拾
い
集
め
た
あ
と
、
杉

山

清
貴
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
歌
声

に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 ！

江
口
浜
に
響
け
歓
声

広
が
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
だ
し
の
コ
ン
サ
ー
ト
in
江
口
浜

▲ 入場券となる「ごみ」を拾い集める参加者▲ たくさんの「入場券」が集められました

上市来校区内で、小・中合同の運動会中合同の 動会上市来校区内で、小・中合同の運動会
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関
ヶ
原
合
戦
で
西
軍
劣
勢
の
中
、
敵
陣
を

突
破
し
薩
摩
に
帰
還
し
た
島
津
義
弘
公
率
い

る
島
津
勢
。
そ
の
勇
気
と
苦
難
を
し
の
び
、

義
弘
公
の
菩
提
寺
で
あ
る
妙
円
寺
（
現
在
の

徳
重
神
社
）
に
参
拝
す
る
妙
円
寺
詣
り
の
行

事
が
、
十
月
二
十
一
日
か
ら
二
日
間
に
わ
た

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

▲ 大田太鼓踊り

▲ 伊作太鼓踊り

▲ 徳重太鼓踊り

▲ 日吉地域南区太鼓踊り

表敬
訪問

▲ 宣誓をする村岡翔哉くん

▲ まだまだ元気です ▲ チェスト館で昼食 ▲ ちょっと疲れてきたかな？ ▲ 徳重神社までもうひといき！

妙円寺詣り
大行進

十
月
十
四
日
、鹿
児
島
中
央
駅

か
ら
徳
重
神
社
ま
で
の
約
二
十

㌔
を
歩
く
妙
円
寺
詣
り
大
行
進

が
行
わ
れ
、約
五
百
五
十
人
の
子

ど
も
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、妙
円
寺
詣
り
の
精
神

を
受
け
継
ぎ
、強
い
心
を
持
っ
て

ほ
し
い
と
願
い
始
ま
っ
た
取
り

組
み
。市
教
育
委
員
会
と
地
域
子

ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
が
連

携
し
、毎
年
行
っ
て
い
る
行
事
で
、

今
年
で
三
十
回
を
数
え
ま
す
。

参
加
者
は
各
子
ど
も
会
や
育

成
会
ご
と
に
ま
と
ま
っ
て
歩
き
、

中
に
は
歩
く
の
が
速
い
子
や
遅

い
子
も
。そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
ペ
ー

ス
で
完
歩
を
目
指
し
ま
し
た
。

伝統を受け継ぎ、健全な子どもを育成！

旧
暦
の
九
月
十
四
日
に
開
催
し
て

い
た
妙
円
寺
詣
り
は
、
平
成
五
年
か

ら
十
月
の
第
四
日
曜
日
に
開
催
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
、

妙
円
寺
詣
り
フ
ェ
ス
タ
が
十
月
二
十

一
、
二
十
二
日
の
二
日
間
、
妙
円
寺

詣
り
行
事
大
会
等
が
二
十
二
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。（
空
手
道
競
技
は

十
月
十
五
日
に
開
催
）

妙
円
寺
詣
り
フ
ェ
ス
タ
と
第
五
十

六
回
妙
円
寺
詣
り
行
事
大
会
は
両
日

と
も
好
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

二
十
二
日
に
行
わ
れ
た
、
照
国
神

社
か
ら
徳
重
神
社
ま
で
の
約
二
十
㌔

を
歩
い
て
参
拝
す
る
「
妙
円
寺
詣
り

フ
ェ
ス
タ
ウ
ォ
ー
ク
リ
ー
」
に
は
約

七
百
人
が
参
加
し
、
途
中
四
ヵ
所
に

設
け
ら
れ
た
各
関
所
で
ス
タ
ン
プ
を

押
し
、
参
加
者
は
約
三
時
間
か
ら
六

時
間
か
け
て
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で

完
歩
し
ま
し
た
。
伊
集
院
駅
裏
の
フ
ェ

ス
タ
会
場
で
は
、
農
産
品
や
加
工
品

な
ど
の
特
産
品
・
飲
食
コ
ー
ナ
ー
が

ず
ら
り
。
今
年
は
足
湯
も
設
け
ら
れ
、

会
場
は
ウ
ォ
ー
ク
リ
ー
で
疲
れ
た
足

を
癒
す
人
や
家
族
連
れ
な
ど
た
く
さ

ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
徳
重
神
社
に
は
各
地
か
ら

歩
い
て
参
拝
す
る
人
や
鎧
甲
冑
に
身

を
固
め
た
武
者
行
列
隊
、
地
元
小
中

学
生
な
ど
が
次
々
と
到
着
。
二
十
一

日
に
は
奉
納
行
事
な
ど
が
、
二
十
二

日
に
は
境
内
で
剣
道
や
相
撲
な
ど
の

行
事
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
普
段

静
か
な
た
た
ず
ま
い
を
み
せ
る
徳
重

神
社
周
辺
は
終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

㈲
児
島
写
真
館
の
児
島
大
志
郎
さ

ん
が
富
士
フ
ィ
ル
ム
㈱
な
ど
が
実
施

し
て
い
る
「
富
士
営
業
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
」
で
銀
賞
に
輝
き
、
十
月
二
十

三
日
、
宮
路
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま

し
た
。

今
回
で
四
十
三
回
目
を
数
え
る
同

コ
ン
テ
ス
ト
は
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
を

対
象
に
行
わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
入

賞
す
る
の
も
難
し
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
は
全
国
四
千
六
百
二
十
六

人
、
一
万
六
千
五
百
二
十
二
点
の
作

品
の
中
か
ら
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
児

島
さ
ん
は
過
去
三
回
入
賞
し
て
お
り
、

銀
賞
は
今
ま
で
で
最
高
。「
こ
れ
か

ら
も
お
客
様
に
い
い
も
の
、
よ
り
感

動
で
き
る
写
真
を
撮
り
続
け
、
地
域

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。
コ
ン
テ
ス

ト
で
も
金
賞
を
目
指
し
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

愛
称「
チ
ェ
ス
ト
小
鶴
ド
ー
ム
」に

ネーミング
ライツ
協定式

七
月
二
十
七
日
に
伊
集
院
総
合
運

動
公
園
内
に
完
成
し
た
多
目
的
ド
ー

ム
「
伊
集
院
ド
ー
ム
」
の
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
・
ス
ポ
ン
サ
ー
が
「
小
正

醸
造
株
式
会
社
」
に
決
定
し
、
十
月

三
日
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
協
定
式

が
市
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

多
目
的
ド
ー
ム
の
愛
称
が
「
チ
ェ

ス
ト
小
鶴
ド
ー
ム
」
に
な
り
、
こ
れ

ま
で
利
用
さ
れ
て
い
た
伊
集
院
総
合

運
動
公
園
内
の
施
設
と
合
わ
せ
て
「
小

正
醸
造
株
式
会
社
」
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
親
し
み
の
持
て
る
施
設
と
な

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

富
士
営
業
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
で
見
事
銀
賞
！



▲ 色鮮やかな花火が観衆を魅了
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日 吉日 吉日 吉日 吉日 吉情報をお寄せください

豊
年
相
撲
大
会

土
俵
は
終
日
笑
い
に
包
ま
れ
…

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
や
花
火
で

秋
の
一
日
を
満
喫
！

▲ 赤ちゃん土俵入り ▲ ちびっこ土俵入り

力
の
入
っ
た
取
組

▲

十
月
七
日
、
第
三
十
回
日
吉
秋
ま

つ
り
花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
地
域
内

外
か
ら
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

今
年
も
、
ち
び
っ
こ
に
よ
る
ラ
ム

ネ
一
気
飲
み
競
争
や
ス
テ
ー
ジ
で
の

歌
謡
シ
ョ
ー
で
祭
り
の
幕
を
開
け
、

日
吉
中
三
年
宮
脇
駿
君
の
ギ
タ
ー
弾

き
語
り
、
日
置
小
学
校
ダ
ン
ス
同
好

会
「
エ
ン
ジ
ェ
ル
・
ガ
ー
ル
」
九
人

に
よ
る
ダ
ン
ス
披
露
、「
音
楽
で
社

会
に
貢
献
す
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
各

地
で
活
動
し
て
い
る
「
む
ら
バ
ン
ド
」

の
歌
謡
シ
ョ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
商
品
券
電
化
製
品
な

ど
が
当
た
る
お
楽
し
み
の
抽
選
会
と
、

祭
り
の
最
後
を
締
め
く
く
る
三
千
発

の
打
ち
上
げ
花
火
は
、
日
吉
の
夜
空

を
色
鮮
や
か
に
染
め
、
来
場
者
は
秋

の
一
日
を
満
喫
し
ま
し
た
。

天
神
ヶ
尾
に
立
地
す
る
メ
テ
ッ
ク

九
州
㈱
の
第
六
工
場
増
設
工
事
の
起

工
式
が
十
月
七
日
行
わ
れ
、
北
村
隆

幸
代
表
取
締
役
社
長
ら
会
社
関
係
者

や
宮
路
市
長
、
鹿
児
島
県
、
工
事
関

係
者
な
ど
約
四
十
人
が
参
加
し
、
工

事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

メ
テ
ッ
ク
九
州
㈱
鹿
児
島
工
場
は
、

金
属
表
面
処
理
加
工
を
主
業
務
と
し

て
、
昭
和
四
十
五
年
に
鹿
児
島
エ
ム
・

ケ
イ
㈱
（
平
成
十
五
年
に
現
在
の
メ

テ
ッ
ク
九
州
㈱
に
名
称
変
更
）
第
一

工
場
が
操
業
開
始
後
順
調
に
業
績
を

伸
ば
し
、
今
回
新
た
に
自
動
車
関
連

部
品
の
増
産
体
制
を
確
立
す
る
た
め

に
第
六
工
場
を
増
設
す
る
も
の
で
す
。

式
で
は
、
北
村
社
長
が
「
地
元
に

密
着
し
た
会
社
づ
く
り
を
目
指
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
工
場
は
二
月
に

完
成
、
十
一
人
の
雇
用
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

十
月
十
五
日
、
秋
晴
れ
の
も
と
日

吉
豊
年
相
撲
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
土
俵
祭
り
か
ら
始
ま
り
、

小
学
生
ク
ラ
ブ
対
抗
戦
、
中
学
生
地

域
体
協
戦
、
一
般
体
協
戦
と
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ち
び
っ
こ
土
俵
入
り
や
赤

ち
ゃ
ん
土
俵
入
り
、
お
馴
染
み
の
吉

利
初
切
り
ク
ラ
ブ
に
よ
る
初
切
り
も

披
露
さ
れ
、
ほ
の
ぼ
の
す
る
場
面
や

笑
い
に
誘
わ
れ
る
場
面
な
ど
一
日
中

土
俵
が
、
笑
い
や
歓
声
に
包
ま
れ
た

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

各
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す

◆
小
学
六
年
個
人
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

優

勝

日
置
小

有
留
駿
輔

準
優
勝

日
新
小

前
岡
妥
玖

第
三
位

吉
利
小

西
野
龍
星

◆
小
学
校
ク
ラ
ブ
対
抗
戦 

優

勝

日
置
小
Ａ

準
優
勝

吉
利
小
Ａ

第
三
位

扇
尾
小

◆
中
学
生
地
域
体
協
戦 

優

勝

川
西
体
協
Ａ

準
優
勝

吉
利
体
協
Ｂ

第
三
位

日
新
体
協

◆
一
般
地
域
体
協
戦
（
一
部
）

優

勝

川
西
体
協
Ａ

準
優
勝

吉
利
体
協
Ａ

第
三
位

日
新
体
協
Ａ

◆
一
般
地
域
体
協
戦
（
二
部
）

優

勝

川
東
体
協

準
優
勝

日
新
体
協
Ｂ

秋祭り
花火大会

▲ エンジェル・ガールによるダンス披露▲ ラムネ一気飲み競争

▲ 刈初の儀を行う北村社長

メ
テ
ッ
ク
九
州
㈱
鹿
児
島
工
場

十
月
三
日
、
扇
尾
地
区
の
樗
木
集
落
で
、
百
八
年
続
い
て
い
る
伝

統
行
事
の
田
之
神
講
（
坪
刈
り
）
が
行
わ
れ
、
扇
尾
小
学
校
の
全
児

童
十
四
人
が
食
育
教
育
の
一
環
と
し
て
、
地
域
の
方
の
好
意
に
よ
り

始
め
て
参
加
体
験
し
ま
し
た
。

講
は
、
集
落
内
八
戸
の
農
家
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
始
め

に
、
各
農
家
の
田
を
回
っ
て
一
坪
分
ず
つ
稲
を
刈
り
、
そ
の
稲
を
今

年
の
当
番
に
な
っ
て
い
る
上
田
平
重
夫
さ
ん
宅
へ
運
び
脱
穀
し
ま
し

た
。児

童
は
、
稲
刈
り
と
脱
穀
の
作
業
を
体
験
、
坪
刈
り
用
に
小
さ
な

昔
懐
か
し
い
脱
穀
機
で
一
株
位
ず
つ
手
に
持
ち
、
機
械
の
中
へ
入
れ

る
と
稲
の
穂
の
部
分
だ
け
が
下
へ
落
と
さ
れ
モ
ミ
と
ワ
ラ
に
分
け
ら

れ
る
と
、
驚
き
な
が
ら
も
楽
し
く
作
業
し
、
食
育
体
験
を
終
え
ま
し

た
。

日置小
九
月
二
十
八
日
木
曜
日
午
前
十
一

時
五
十
五
分
、
日
置
小
学
校
で
飼
育

し
て
い
る
ヤ
ギ
の
「
メ
ー
子
」
が
赤

ち
ゃ
ん
を
産
み
ま
し
た
。

学
校
で
は
、
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い

に
よ
り
命
の
大
切
さ
を
学
び
道
徳
心

の
向
上
を
図
る
こ
と
と
心
の
癒
し
を

目
的
に
、
ヤ
ギ
を
飼
育
す
る
こ
と
を

検
討
。
メ
ー
子
は
今
年
五
月
に
鹿
児

島
市
在
住
の
方
か
ら
譲
っ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
時
、
飼
い
主
さ
ん
か
ら
「
も

し
か
し
た
ら
妊
娠
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
八
月
ご
ろ
か
ら
お
な
か
の
膨

ら
み
が
目
立
ち
始
め
た
そ
う
で
す
。

出
産
の
時
、
学
校
で
は
四
校
時
の

授
業
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
午

前
十
一
時
頃
メ
ー
子
の
鳴
き
声
が
い

つ
も
と
違
う
の
に
気
付
き
、
全
児
童

が
集
ま
り
、
木
陰
で
陣
痛
に
苦
し
む

メ
ー
子
に
「
ガ
ン
バ
レ
！
」
と
声
援

を
送
り
続
け
、
や
が
て
白
い
子
ヤ
ギ

が
産
ま
れ
る
と
大
き
な
拍
手
が
沸
き

起
こ
り
ま
し
た
。
十
五
分
も
す
る
と

子
ヤ
ギ
は
何
と
か
自
分
の
力
で
立
ち

上
が
り
、
母
親
の
お
っ
ぱ
い
を
探
し

て
、
お
乳
を
飲
み
ま
し
た
。
見
守
っ

て
い
た
児
童
や
附
属
幼
稚
園
児
は
、

ヤ
ギ
の
親
子
か
ら
大
き
な
感
動
を
も

ら
い
命
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

「
ミ
ル
ク
」誕
生
！

扇尾小

田
之
神
講
を
体
験
！

▲
誕
生
の
瞬
間
を
見
守
る
児
童
ら

十
月
三
日
、日
新
小
学
校
で
異
学
年
の
交
流
活
動
と
し
て
恒
例
と
な
っ
て
い
る

「
吹
上
浜
サ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
活
動
」が
、全
校
児
童
五
十
名
が
縦
割
り
の
四
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、子
ど
も
達
が
朝
の
時
間
な
ど
を
使
っ
て
、砂
象
の
ア
イ
デ
ア
や
必
要
な

道
具
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
、高
学
年
が
砂
像
の
ス
ケ
ッ
チ
を
し
、大
ま
か
な
形

を
決
め
て
か
ら
制
作
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。制
作
場
所
と
な
る
吹
上
浜
下
原
海

岸
に
二
十
分
ほ
ど
か
け
て
歩
き
、砂
浜
に
着
く
と
高
学
年
が
早
々
に
、グ
ル
ー
プ
の

子
ど
も
達
に「
海
水
を
汲
ん
で
き
て
」「
貝
殻
を
集
め
て
き
て
」な
ど
指
示
を
出
し
、

全
員
協
力
し
て
砂
像
づ
く
り
に
取
組
み
ま
し
た
。一
時
間
程
す
る
と
、サ
メ
や
カ
ブ

ト
ム
シ
、ド
ラ
え
も
ん
、飛
行
機
な
ど
、各
グ
ル
ー
プ
の
ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い
の
力

作
が
ず
ら
り
と
並
び
ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
地
域
の
自
然
に
親
し
み
地
域
へ
の
愛
着
を
深
め
る
と
と
も
に
、異

年
齢
集
団
で
活
動
す
る
こ
と
を
通
し
て
集
団
意
識
や
連
帯
感
を
学
び
ま
し
た
。

▲ 脱穀作業を体験する児童

日新小

吹
上
浜
で
砂
像
づ
く
り

作
品
を
完
成
さ
せ
喜
ぶ
児
童

▲
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吹 上吹 上吹 上吹 上吹 上情報をお寄せください

地
域
振
興
イ
ベ
ン
ト「
山
神
の
響
炎
」に
一
万
人

協
働
の
灯
が
創
る
異
空
間

た
い
ま
つ
の
炎
と
芸
能
の
響
き
が

融
合
す
る
「
山
神
の
響
炎
（
や
ま
ん

か
ん
の
き
ょ
う
え
ん
）」
が
十
月
八

日
、
山
神
の
郷
公
園
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
は
永
吉
地
区
公
民
館
や
吹
上

青
松
太
鼓
、
吹
上
ハ
リ
ケ
ー
ン
倶
楽

部
と
い
う
異
業
種
団
体
が
協
働
で
実

行
委
員
会
を
組
織
し
主
催
し
て
い
る

も
の
で
、
今
年
四
回
目
。

「
誰
の
た
め
に
や
る
の
か
」「
人
が

来
て
何
に
な
る
の
か
」。
実
行
委
員

会
で
は
開
催
に
つ
い
て
さ

ま
ざ
ま
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
が
「
ど
こ
に
も

な
い
催
し
で
地
域
を
盛
り

上
げ
、
永
吉
を
、
山
神
の

郷
を
知
っ
て
も
ら
お
う
」

と
一
致
。
残
暑
の
中
、
大

勢
の
地
区
民
が
伐
採
や
準

備
に
奔
走
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
シ
ェ
ル
石

油
か
ら
新
開
発
の
灯
油
が

無
償
提
供
さ
れ
、
臭
い
、
煙
い
と
い

う
課
題
も
克
服
、
実
行
委
員
を
勇
気

づ
け
ま
し
た
。

地
域
挙
げ
て
の
取
り
組
み
を
マ
ス

コ
ミ
が
こ
ぞ
っ
て
と
り
あ
げ
、
県
内

外
に
周
知
さ
れ
ま
し
た
。

一
万
本
の
手
づ
く
り
た
い
ま
つ
の

灯
火
に
月
明
か
り
も
加
わ
り
、
異
空

間
を
演
出
。
ス
テ
ー
ジ
で
繰
り
広
げ

ら
れ
る
和
太
鼓
や
歌
の
音
が
来
場
者

を
魅
了
し
ま
し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
出
演
者
も
観
客
も

一
緒
に
総
踊
り
、
山
神
の
郷
が
揺
れ

ま
し
た
。

萌
芽
し
た
地
域
協
働
の
取
り
組
み

は
着
実
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

や
ま
ん
か
ん

き
ょ
う
え
ん

▲ 親子で火文字づくりに取り組む永吉小５年生

▲ ２週間前、地域を挙げて伐採作業が行われた

▲ 10,000本のたいまつに照らし出された会場

一
一
九
六
年
、
島
津
忠
久
と
と
も

薩
摩
に
下
っ
た
天
台
宗
の
僧
、
宝
山

検
校
が
伝
え
た
と
さ
れ
る
妙
音
十
二

楽
（
県
指
定
文
化
財
）
の
演
奏
会
が

十
月
十
二
日
、
田
尻
の
中
島
常
楽
院

で
あ
り
ま
し
た
。

吹
上
を
は
じ
め
鹿
児
島
や
宮
崎
の

盲
僧
ら
十
二
人
が
、
琵
琶
や
太
鼓
、

笛
な
ど
八
種
類
の
楽
器
で
、
八
百
年

前
の
調
べ
を
厳
か
に
奏
で
ま
し
た
。

地
域
住
民
や
バ
ス
ツ
ア
ー
客
は
、

薩
摩
琵
琶
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
る
中

島
常
楽
院
で
、
演
奏
に
聞
き
入
り
な

が
ら
鎌
倉
時
代
に
思
い
を
馳
せ
て
い

ま
し
た
。

妙
音十二

楽
演
奏
会

厳
か
に
八
百
年
の
調
べ

商
店
街
活
性
化
の
一
つ
と
し
て
昨

年
十
月
開
店
し
た
伊
作
え
び
す
家
の

一
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
十
月
二
十

九
日
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

傘
修
理
、
げ
た
職
人
な
ど
に
よ
る

匠
の
店
や
花
苗
無
料
配
布
、
抽
選
会
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
多
彩
な
催

し
に
大
勢
の
客
が
詰
め
掛
け
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

「
回
遊
で
き
る
商
店
街
の
核
」
を

目
指
し
て
い
る
伊
作
え
び
す
家
。
ぜ

ひ
一
度
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

一
周
年
の
え
び
す
顔伊

作
え
び
す
家
一
周
年

吹
上
更
生
保
護
女
性
会
で
は
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
の
実

現
と
、
子
育
て
中
の
保
護
者
と
の
異

世
代
交
流
を
目
的
に
十
月
六
日
、
県

児
童
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
で
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
職
員
か
ら
子
ど
も
を

取
り
巻
く
悲
惨
な
事
例
を
聞
き
、
一

人
ひ
と
り
が
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る

社
会
を
実
現
す
る
努
力
の
大
切
さ
を

確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

子
ど
も
虐
待
、
少
年
犯
罪
の
低
年

齢
化
や
凶
悪
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
現
在
こ
そ
、
あ
た
た
か
い
地
域

の
構
築
が
必
要
で
す
。

更
生
保
護
女
性
会
研
修
よ
り

人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る

社
会
の
実
現
を

吹
上
町
マ
レ
ー
シ
ア
交
流
実
行
委

員
会
が
実
施
す
る
青
年
研
修
生
の
歓

送
迎
会
が
十
月
二
十
八
日
、
永
吉
地

区
体
育
館
で
あ
り
ま
し
た
。

一
年
間
の
研
修
を
修
了
し
た
五
期

マ
レ
ー
シ
ア
研
修
生
の
ニ
ザ
ム
さ
ん
、

ザ
イ
ナ
ル
さ
ん
は
「
優
し
く
し
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
笑
顔
で
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。

三
人
で
共
同
生
活
を
し
な
が
ら
鹿

児
島
ケ
ー
ス
で
研
修
す
る
ヒ
シ
ャ
ム

さ
ん
、
フ
ァ
イ
ザ
ル
さ
ん
、
ザ
ム
バ

ハ
リ
さ
ん
は
「
ヨ
ロ
シ
ク
オ
ネ
ガ
イ

シ
マ
ス
」
と
、
は
に
か
ん
だ
表
情
で

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

マ
レ
ー
シ
ア

青
年
研
修
生

歓
送
迎
会

あ
り
が
と
う

そ
し
て
ヨ
ロ
シ
ク

上
与
倉
棚
田
を
守
り
耕
す
会
が
主

催
す
る
稲
刈
体
験
バ
ス
ツ
ア
ー
が
十

月
二
十
二
日
、
上
与
倉
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
ツ
ア
ー
に
は
三
十
六
人
が
参

加
、
稲
刈
鎌
に
戸
惑
い
な
が
ら
、
自

ら
手
植
え
し
た
も
ち
米
を
丁
寧
に
刈

り
取
り
ま
し
た
。

「
棚
田
と
稲
穂
の
色
合
い
が
最
高

の
原
風
景
」
と
、
ス
ケ
ッ
チ
に
熱
中

す
る
参
加
者
も
い
ま
し
た
。

刈り取りが
もったいない風景

秋空のもと、吹上づくし

上与倉棚田
稲刈体験バスツアー

「
秋
の
一
日
を
吹
上
で
」。
吹
上
秋
祭
り
と
第
五
十
一
回
吹
上
さ

つ
ま
湖
花
火
大
会
が
十
月
十
五
日
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

吹
上
浜
公
園
中
央
広
場
な
ど
で
行
わ
れ
た
秋
祭
り
は
、
ス
テ
ー

ジ
シ
ョ
ー
を
メ
イ
ン
に
、
吹
上
名
店
街
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

軒
を
連
ね
、
ま
た
、
き
ら
び
や
か
な
カ
ス
タ
ム
カ
ー
や
大
型
バ
イ

ク
も
展
示
さ
れ
、
大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

夜
の
さ
つ
ま
湖
花
火
大
会
に
は
、
３
万
５
千
人
が
詰
め
掛
け
、

澄
ん
だ
秋
の
夜
空
と
湖
面
を
多
彩
に
彩
る
音
と
光
を
堪
能
し
ま
し

た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
込
め
た
こ
と

ば
に
、
湖
畔
の
客
席
か
ら
拍
手
と
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

▲ 花火の迫力を間近で体感できるさつま湖 ▲ 秋祭りではステージショーを満喫

吹上秋祭り2006
吹上さつま湖
花火大会

▲ 左からヒシャムさん、ザムバハリさん、ファイザルさん（６期生）
とニザムさん、ザイナルさん（５期生）



□ いいえ
□ いいえ
□ いいえ
□ いいえ
□ いいえ

16
17
18
19
20

週に１度は外出していますか
昨年と比べて外出の回数が減っていますか
周りの人から「いつも同じことを聞く」などの物忘れがあると言われますか
自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか
今日が何月何日かわからない時がありますか

□ はい
□ はい
□ はい
□ はい
□ はい

閉
じ
こ
も
り
、
認
知
症
、

う
つ
病
の
可
能
性

□ いいえ
□ いいえ
□ いいえ
□ いいえ
□ いいえ

21
22
23
24
25

（ここ２週間）毎日の生活に充実感がない
（ここ２週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった
（ここ２週間）以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる
（ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思えない
（ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする

□ はい
□ はい
□ はい
□ はい
□ はい

□ いいえ11 ６か月間で２～３㎏以上の体重減少がありましたか □ はい栄
養

状
態 □ いいえ12 ＢＭＩ（体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ））が18.5未満ですか □ はい

����� �����	
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介護予防のための基本チェックリスト ～見つけよう！危険な老化のサイン～ 

基本チェックリスト 

次の質問表の「はい」「いいえ」のいずれかにチェックを入れて自分の生活や健康状態を振り返って
みましょう。ピンク色の回答にチェックが多く入った場合は、下記のような心配がある可能性があり
ます。

基本チェックリストや介護予防に関して疑問や相談等ありましたら介護保険課介護支援係にご相談ください。 
介護保険課 介護支援係（内線1182） 

□ いいえ
□ いいえ
□ いいえ
□ いいえ
□ いいえ

6
7
8
9
10

階段を手すりや壁をつたわらずに登っていますか
椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか
15分位続けて歩いていますか
この1年間に転んだことはありますか
転倒に対する不安は大きいですか

□ はい
□ はい
□ はい
□ はい
□ はい

運
動
器
の機

能

□ いいえ
□ いいえ
□ いいえ

13
14
15

半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか
お茶や汁物等でむせることがありますか
口の渇きが気になりますか

□ はい
□ はい
□ はい

口
腔
機
能

＊基本チェックリストは、介護予防の視点により厚生労働省が提案している生活機能評価表です。
今年度実施分の65歳以上の基本健診の追加項目となっています。

□ いいえ
□ いいえ
□ いいえ
□ いいえ
□ いいえ

1
2
3
4
5

バスや電車で１人で外出していますか
日用品の買物をしていますか
預貯金の出し入れをしていますか
友人の家を訪ねていますか
家族や友人の相談にのっていますか

□ はい
□ はい
□ はい
□ はい
□ はい

生
活機

能
全
般

栄養状態でピンク枠のチェックが多かった・・・
低栄養の可能性があります。低栄養になると、筋力が衰えたり病気にかかりやすくなり、衰弱しやすくなる

危険があります。

生活機能全般でピンク枠のチェックが多かった・・・
生活が不活発になってくる可能性があります。
その結果、心身がより早く衰える危険があります。

運動器の機能でピンク枠のチェックが多かった・・・
筋力が衰えていることから、活動が不活発になったり、転倒などから寝たきりを招く危険があります。

口腔機能でピンク枠のチェックが多かった・・・
口腔機能が低下すると、食べたり飲み込んだりしにくくなるため、低栄養や肺炎など、全身の健康状態の悪

化する危険があります。

閉じこもり、認知症、うつ病の可能性でピンク枠チェックが多かった・・・
心身の活動が少ないために、全身の衰弱につながる危険があります。外出して社会的な刺激をうけることや

好奇心を持つことが必要です。

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

出
口

愛
椛

正
悟

北
湯
之
元

原
田

来
夢

雄
次

苙
岡

松
永

湘
音

優
也

南
宮
内

松
永

由
優

優
也

南
宮
内

楠
元

悠
大

教
之

小
牧

遠
矢

凛

竜
也

西
本
町

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

迫
田

魁
夢

貴
恵

伊
作
田

東
福

大
輝

昭
政

田
代
西

有
川

莉
乃

貢

城
之
町
上

吹
上
地
域 

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

鵜
狩

由
暉

裕
道

北
区

古
垣

遼
大

克
己

草
原

竹
内
ほ
の
か

隆
博

草
原
東

中

結
里

信
幸

熊
野

日
吉
地
域 

東
市
来
地
域 

東
市
来
地
域 

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

宮
下

繁
治

82

扇
尾

平
野

實

80

柿
の
谷

二
宮

清
澄

97

青
松
園

小
原

幸
男

65

草
原

勝
田

久
男

71

諏
訪

奥

ハ
マ

86

二
潟

山
尾

フ
ミ

94

八
幡

桐
原

貞
雄

83

南
区

鵜
狩

正
雄

93

青
松
園

坊
野

キ
ル

80

扇
尾

馬
場

フ
ヂ

104

日
新

山
内

親
義

79

柿
の
谷

加
藤

ミ
カ

82

柿
の
谷

益

爲
治

90

熊
野

笠
野
ハ
ル
ヱ

78

笠
ヶ
野

村
上

義
政

83

日
新

日
吉
地
域 

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

下
原

キ
ク

88

小
牧

井
上

延
繁

61

中
之
里

八
重
倉
末
男

69

永
吉
ふ
も
と

宮
下

則
男

92

野
首

岡
元

ナ
ツ

97

田
代
野

森

洋
介

48

天
昌
寺

吉
留

信
義

82

下
草
田

岡
本
菊
三
郎

87

永
吉
中
和
田

濱
田

政
光

93

永
吉
ふ
も
と

竹
下

輝

84

亀
原

駒
田

キ
ク

88

藤
元

内
村

三
夫

78

入
来

吉
向
孝
太
郎

75

入
来

藤
増

利
行

65

川
久
保

吹
上
地
域 

このコーナーに掲載
を希望されない方は
手続きのときに、お
申し出ください。 

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

長
谷
川
優
斗

隆
二

郡
下

仲

玲
士

博
隆

瀬
戸
内

上
之
園

凱

久
憲

腰

田
中

成
樹

亮
次

向
江
町

稲
留

秋
翔

人

清
藤

内

明

健
一

朝
日
ヶ
丘

福
元

慎
也

武
士

立
野

板
倉
誠
一
郎

誠

天
神
馬
場

前
原

由
佳

和
寛

妙
円
寺
８
区

徳
田
志
由
理

俊

郡
下

水
口

旬
華

雅
巳

桑
畑

篠
原

愛
沙

浩
一

朝
日
ヶ
丘

松
原
和
之
介

和
也

中
央
通

提

彩
心

雄
次

中
福
良

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

有
馬

重
雄

82

下
神
殿
３
区

船
迫

正
一

81

恋
之
原
東

池
田

正
濟

83

城
山

湯
増

宣
壽

60

瀬
戸
内

榎
園
ス
ミ
ヱ

84

善
福

濱
田
ハ
ル
ヱ

78

小
原

若
松
ア
サ
ヱ

86

飯
牟
礼
下

後
野
ハ
ル
子

84

佑
心
会

西
郷

勝
子

64

妙
円
寺
７
区

原
之
園
ヒ
ロ
子

62

麦
生
田
西

壇
野

百
代

65

大
田
上

松
元

テ
ル

95

下
土
橋

福
元
ミ
ツ
ヱ

88

寺
脇

田
村
オ
キ
ミ

86

宮
脇

宮
園
ヤ
ス
ヱ

82

恋
之
原
中

宮
原

一
典

77

荒
瀬

入
船

ミ
エ

93

中
福
良

白
城

光
信

84

妙
円
寺
７
区

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

久
保
フ
チ
ノ

92

荻

坊
山

宰
藏

91

城
之
町
上

福
田

輝
昭

73

北
山

湯
田
平
三
郎

74

上
野
東

丸
田
ハ
ル
ノ

91

南
神
之
川

立
和
名
重
行

83

立
和
名

橋
口

ツ
ナ

98

駅
前

山
元

春
雄

81

堀
内

有
島

祐
夫

90

秋
光
園

伊
集
院
地
域 

10
月
受
付
分（
敬
称
略
）

伊
集
院
地
域 

10
月
受
付
分（
敬
称
略
）

ら

む

あ
い

か

せ
い

と

あ
い

さ

あ
や

み

し
ん

や

せ
い
い
ち
ろ
う

か
ず

の

す
け

な
る

き

ゆ
う

と

し
ゅ
ん
か

り
ょ
う
た

た
い

き

か
い

む

し

ゆ

り

ゆ

か

り

の

ゆ

き

ゆ

り か
い

れ

お
あ
か
り

だ

い

や

ゆ

ゆ
う

ゆ
う

だ
い

し
ょ
ー
ん

り
ん

平成18年工業統計調査 
「12月31日」工業統計調査を実施します！ 

工業統計調査は、製造業を営む事業所を対象として、そ

の活動実態を明らかにすることを目的として調査します。

調査結果は、国や地方公共団体の行政施策の重要な基礎

資料として利用されるほか、企業、大学などでの研究資料、

小・中・高等学校の教材など、広く利用されています。

皆様から提出していただいく調査票は、統計法に基づき

調査内容の秘密は厳守されますので、正確なご記入をお願

いします。

※12月中旬から各製造事業所に調査員がお伺いします。
調査へのご協力をよろしくお願いします！
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シリーズ⑱

ひと いきいき

始
め
は
自
治
会
の「
と
も
し
び
グ
ル
ー
プ
」か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。教
職
を
退
職
後
、親
元

の
原
園
自
治
会
へ
移
っ
て
間
も
な
い
時
に
地
域
の
人
か
ら「
と
も
し
び
グ
ル
ー
プ
」サ
ポ
ー
タ
ー

に
誘
わ
れ
、一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
へ
の
声
か
け
と
、年
に
一
回
の
お
茶
会
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
原
園
」を
立
ち
上
げ
た
の
は
役
所
の
誘
い
を
受
け
て
か
ら
。「
い
き
い
き
サ

ロ
ン
」は
高
齢
者
や
障
害
者
を
対
象
に
食
事
会
や
会
話
等
を
通
じ
て
交
流
す
る
地
域
住
民
の
自
主

的
な
活
動
。年
一
回
の
お
茶
会
か
ら
月
一
回
の
例
会
を
開
く
よ
う
に
な
り
、今
年
で
四
年
目
に
入

り
ま
し
た
。第
一
回
の
集
い
で
は
、市
担
当
者
を
呼
ん
で
、ゴ
ミ
の
分
別
の
勉
強
会
を
し
ま
し
た
。

毎
月
の
活
動
と
な
る
と「
ま
た
サ
ロ
ン
に
参
加
し
た
い
」と
思
わ
れ
る
計
画
を
立
て
る
の
が
大
変

で
す
。デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
様
々
な
教
室
な
ど
で
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、試
行

錯
誤
を
重
ね
ま
す
。

今
年
は
約
二
十
人
の
会
員
で
、健
康
体
操
や
朗
読
、歌
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い
、春
に
は
お
花

見
、夏
に
は
正
円
池
の
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
観
賞
な
ど
に
行
き
ま
し
た
。ま
た
、保
育
園
か
ら
交
流
の
相

談
を
受
け
、夏
祭
り
や
運
動
会
に
招
待
さ
れ
、子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
会
員
が
車
で
出
か
け
る
こ
と
が
な
い
の
で
、寺
田
さ
ん
が
送
迎
を
務
め
る
こ
と
も
。

し
か
し
、集
い
の
終
わ
り
に「
さ
し
か
ぶ
い
わ
る
た
な
ぁ
。お
お
き
に
」と
言
わ
れ
る
と
、「
も
っ
と

充
実
し
た
楽
し
い
集
い
に
し
た
い
」と
思
い
、励
み
に
な
り
ま
す
。

原
園
自
治
会
は
、誰
と
で
も
仲
良
く
な
れ
る
人
が
多
い
で
す
。快
く
相
談
に
乗
り
、気
軽
に
協
力

し
て
く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
に
感
謝
し
、こ
れ
か
ら
も
地
域
ぐ
る
み
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て
サ
ロ
ン
の

楽
し
い
運
営
に
努
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

＆

ゆ
め
チャレンジ

『
私
の
夢
』 

皆
田
小
学
校
六
年
　
　
名
越
　
杏
奈 

さ
ん 

ののの

日吉町日置 

な

ご

え

　

　

あ

ん

な

 

　平成5年に大病を患いその術後の心身のリ
ハビリを兼ね、公民館講座でパッチワークを習
い始めたのが今日まで続き14年目になります。 
　子どもの頃から縫物が好きで、自宅で好き
な時に気軽に取り組めることがこれまで続け
られた秘訣。作品は、以前は大きさが2畳ほど
のベッドカバーも1年がかりで作ったりしまし
たが、今ではバッグが主で記念として昔の紋付袴やかすりのもん
ぺを使った和風なものもあります。デザインなど思い通りに出来
上がったときはとてもうれしいですね。 
　これからも、仲間と楽しみながら続けていけたらいいなあと思
います。 

前岡　秀子　（70歳） さ
ん 

「パッチワーク」 
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寺田 敦子
てら だ あつ こ

さ
ん［73歳］ 

●平成5年まで教師として活躍。退職後、原園集落へ
移住し、平成10年～合併まで教育委員を務める。
平成14年に「いきいきサロン原園」を立ち上げ、
現在でもサロンのサポーターとして活躍中。 

吹上町永吉　（原園自治会） 美山地区の山中の斜面にあり、２基の登窯跡が
並んでいます。斜面の下から見て、右側は幅約９㍍、
長さ約22㍍、左側は幅約７㍍、長さ約17㍍で、
美山の窯跡で最も大きなものです。弘化３（1846）
年に調所笑左衛門広郷の助力によって開かれ、明
治４（1871）年の廃藩置県によって操業を終え
たようです。
調所は、薩摩藩の財政建て直しのため、藩内各

地の産業振興を進めており、苗代川（現在の美山）
には責任者として村田堂元を派遣しました。苗代
川では「黒もの」と呼ばれる陶器の生産が主でし
たが、調所の政策によって本格的な磁器の生産が
始まりました。南京皿山窯は磁器生産を目的とし
た窯で、茶碗、皿、土瓶、鉢などの日用雑器を中
心に生産しました。
従来の陶器生産に加え、磁器の生産が始まった

ことで、苗代川は大いに栄えたようです。美山の
玉山神社には、調所と村田に感謝して建てられた「招
魂墓」が残っています。

〈引用参考文献〉『東市来町誌』東市来町 
『日本のやきもの　薩摩』淡交社 

ず しょ しょう ざ え もん ひろ さと

むら た どう げん

のぼり がま

私
の
将
来
の
夢
は
、
保
育
師
で
す
。
理
由

は
、
子
ど
も
が
大
好
き
で
、
子
ど
も
と
遊
ぶ

の
が
大
好
き
だ
か
ら
で
す
。

私
が
行
っ
て
い
た
保
育
園
に
も
、
た
く
さ
ん
の
赤

ち
ゃ
ん
が
い
て
、
先
生
が
お
む
つ
が
え
を
し
た
り
、

ミ
ル
ク
を
飲
ま
せ
た
り
し
て
い
る
の
を
、
い
つ
も
見

て
い
ま
し
た
。
た
ま
に
、
先
生
と
一
緒
に
お
む
つ
が

え
を
し
て
あ
げ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
わ
た
し
に

は
、
三
才
の
い
と
こ
が
い
ま
す
。
小
さ
い
と
き
は
、

ミ
ル
ク
を
飲
ま
せ
た
り
、
お
む
つ
を
か
え
て
あ
げ
た

り
し
ま
し
た
。
な
ん
だ
か
、
保
育
師
に
な
っ
た
よ
う

な
気
が
し
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
小
さ
い
子
は
、

一
緒
に
遊
ん
で
あ
げ
る
と
、
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
て
、

私
も
と
て
も
楽
し
く
な
り
ま
す
。

だ
か
ら
、
保
育
師
を
め
ざ
し
て
勉
強
し
、
絶
対
に

保
育
師
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

南京皿山窯跡（東市来地域） 
な ん  き ん  さ ら  や ま  か ま  

本
庁
か
ら
車
で
15
分 

東
市
来
支
所
か
ら
車
で
10
分 

Access

【東市来地域CIR】 

金 信 愛 さん 

キ ム 　 　シ ン 　 エ  

アジア各地で起きた韓流ブームの波に乗り、日本列島が熱くなったのは2003年のことです。韓国のドラマや映画、音楽など
が大変な人気を集めるようになり、韓国に足を運ぶ観光客も増えました。最近はこのブームがちょっと冷めているような気も
しますが、韓流ブームがきっかけになって、韓国語や韓国文化体験にも興味を繋げてくださる方も多く、とても感謝しています。
ところで、日本での韓流ブームはこの何年間のことだけでしょうか。私はそうではないと思います。日本歴史上初の韓流ブー

ムは1600年前ではないかと思います。百済の博士だった王仁が『千字文』を伝え、漢字を普及させるなど、多くの渡来人が朝鮮
半島からやってきて、様々な技術を伝えました。そして、400年前の江戸にも韓流ブームが起こりました。朝鮮王朝から派遣さ
れた朝鮮通信使が江戸を訪問し、朝鮮の文物を伝え、文化的な交流が進みました。今まで述べたように日本での韓流ブームは根
強いものがありました。
ここで気になるのがわが日置市の韓流ブームです。（笑）何と言っても日置市での韓流ブームは400年前、朝鮮半島から来た

陶工たちによる焼物ブームではないでしょうか。もちろん辛い歴史の中での出来事でしたが、彼らのおかげで日置市自慢の薩
摩焼文化が花咲いたとも言えるでしょう。それから400年後、1998年には薩摩焼400年
祭が盛大に開かれ、窯の火が海を渡り、美山に点火されました。また、記念式典を始めとす
る色々なイベントが開催され、韓国の芸能・文化などを身近なところで触れ親しむことが
できました。
それから何年が経ちましたが、日置市では国際交流員による韓国語講座や韓国文化体験、
学校訪問などが行われています。私は４代目の国際交流員として日置市の韓流ブームの
バトンを受け取り、市民の皆さんが韓国にもっと親しみを感じることができるようにこ
れからも頑張っていきたいと思います。皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

･ ･ ･  ･ ･  
･  




